記載にあたっての注意事項
②賃金改善実施期間




・介護職員処遇改善計画書で記載した期間を記入します。　



＜加算の期間が平成３０年4月から平成３１年3月まで（12か月）の場合＞
賃金改善実施期間は、「H３０年4月〜H３１年3月」、「H３０年5月〜H３１年4月」、「H３０年6月〜R１年5月」、「H３０年7月〜R1年6月」のいずれかとなります。【加算期間の月数(12月)＝賃金改善実施期間の月数(12月)】
※賃金改善実施期間に、介護職員に支給（介護職員の口座への振り込みや現金を渡す）

することが必要です。

※月末締めで当月の勤務実績にもとづいて、「翌月」に給与を支払う場合は、この「翌

月」が賃金改善実施期間に入っていることが必要です。

③　平成３０年度分介護職員処遇改善加算総額
・年度を記入します。
・保険請求分に係る加算額（利用者負担分を含む）と区分支給限度基準額を超えたサービスに係る加算額を合算した額を記載し、またその内訳についても記載します。
　（記載例）
１，０００，０００円
（うち保険請求分９００，０００円、区分支給限度基準額超過分１００，０００円）　

平成２９年度分について、平成３０年４月から平成３１年３月のサービス提供分までの加算総額を記入します。なお、平成３１年3月サービス提供分の月遅れ請求分は含みません。（国保連における平成３０年5月から平成３１年4月審査分までの加算総額※）。当該月遅れ請求分は次年度の加算の総額に含めてください。
※国保連から毎月送付される「介護職員処遇改善加算総額のお知らせ」で確認してください。
④（⑥）　賃金改善所要額



・この総額が、積算内訳の合計額と一致する必要があります。
・当該加算を充てることができる法定福利費とは、賃金改善に伴う法定福利費等の

事業主負担増額分のみです。
⑦　２の期間において実施した賃金改善の概要



・改善した給与の項目及びその金額について、具体的に記入します。
